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月
１
日
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六
月
十
二
日
、
本
年
度
第
二
回
目

の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
は
、
農
協

事
業
（
営
農
、
購
買
）
へ
の
理
解
を

深
め
る
事
と
良
質
サ
イ
レ
ー
ジ
の
確

保
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
日
は
、
受
講
生
二
十
三
名
、

農
協
関
係
者
ら
九
名
が
出
席
。
営
農

部
や
購
買
部
の
各
担
当
課
長
か
ら
計

画
生
産
、
基
盤
整
備
、
Ｊ
Ａ
独
自
の

支
援
対
策
、
系
統
推
進
な
ど
、
本
年

度
の
農
協
重
点
目
標
と
な
る
事
業
内

容
が
説
明
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
ホ
ク
レ
ン
尾
形
氏
を
講

師
と
し
て
、
牧
草
収
穫
を
目
前
に
控

え
た
受
講
生
へ
サ
イ
レ
ー
ジ
調
整
技

術
の
ポ
イ
ン
ト
が
話
さ
れ
た
。特
に
、

異
物
混
入
防
止
や
牧
草
の
再
生
を
抑

制
さ
せ
な
い
た
め
の
高
刈
り
を
指

導
。
さ
ら
に
、適
正
な
水
分
調
整（
予

乾
）、
刃
の
研
磨
に
よ
る
正
し
い
切

断
、
適
切
な
鎮
圧
と
早
期
密
封
を
再

確
認
、
基
本
に
忠
実
な
調
整
方
法
が

い
か
に
大
切
か
を
学
ぶ
こ
と
と
な
っ

た
。 高

刈
り
と
適
正
な
調
整
技
術
で

高
刈
り
と
適
正
な
調
整
技
術
で

良
質
サ
イ
レ
ー
ジ
確
保

良
質
サ
イ
レ
ー
ジ
確
保

第
二
回
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

酪農経営に直結する農協事業内容の説明を聞く受講生午後からはホクレン尾形氏による
サイレージ調整に係る学習会となった

　

Ａ
コ
ー
プ
計
根
別
店
で
は
、
組
合
員
さ
ん
や
地

域
の
皆
様
に
日
頃
の
感
謝
を
込
め
て
五
月
二
十
五

〜
二
十
六
日
の
二
日
間
に
亘
り
創
業
祭
を
開
い

た
。

　

Ａ
コ
ー
プ
も
創
立
二
十
二
周
年
を
迎
え
、
生
鮮

食
料
品
や
日
用
品
な
ど
特
価
で
大
提
供
。
ま
た
、

特
別
企
画
と
し
て
両
日
と
も
先
着
三
十
名
様
に
お

米
や
生
鮮
品
な
ど
が
当
た
る
、
空
ク
ジ
無
し
の
く

じ
引
き
抽
選
会
が
行
わ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、最
終
日
に
は
大
抽
選
会
が
実
施
さ
れ
、

店
内
の
抽
選
会
場
に
は
五
十
名
を
越
す
買
物
客
で

賑
わ
い
、
特
賞
と
し
て
自
転
車
二
台
が
用
意
さ
れ

る
な
ど
豪
華
賞
品
で
地
域
の
皆
様
を
喜
ば
せ
た
。

今
後
も
組
合
員
さ
ん
や
地
域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
、

親
し
ま
れ
る
Ａ
コ
ー
プ
づ
く
り
に
努
め
、
牛
乳
・

乳
製
品
の
消
費
拡
大
運
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
来
店
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

Ａコープ創業祭

くじ引き抽選会、お米は誰が当たったのかな?
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計
根
別
農
業
協
同
組
合
で
は
、
第
四
十
五
回
乳
牛
総
合
共

進
会
を
六
月
八
日
農
協
共
進
会
場
に
て
開
い
た
。

　

こ
の
日
は
組
合
員
三
十
八
戸
一
一
一
頭
の
乳
牛
が
出
品
、

前
年
度
を
上
回
る
頭
数
（
前
年
一
○
五
頭
）
で
共
進
会
を
大

い
に
盛
り
上
げ
た
。

　

今
年
の
審
査
員
に
は
、
松
井
俊
治
氏
（
鶴
居
村
幌
呂
酪
農

家
）
を
招
き
、
厳
正
な
審
査
で
出
品
者
か
ら
好
評
を
得
た
。

　

審
査
結
果
は
、
第
五
部
を
制
し
た
ハ
イ
エ
ス
ト
フ
ァ
ー
ム

出
品
の
〝
Ｈ
Ｅ
Ｆ
エ
ブ
リ
ン
エ
バ
ー
Ｅ
Ｔ
〞
が
ジ
ュ
ニ
ア
グ

ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な
り
、
ハ
イ
エ
ス
ト
フ
ァ
ー
ム
が

二
年
連
続
で
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
タ
イ
ト
ル
を
獲
得

し
た
。
ま
た
、
第
十
部
を
制
し
た
星
野
淳
さ
ん
出
品
の
〝
ス

タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
ヒ
ン
ペ
ル
ビ
ー
ナ
ス
ル
キ
ア
〞
が
シ
ニ
ア

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
栄
誉
に
輝
い
た
。

　

さ
ら
に
、
同
会
場
で
は
和
牛
共
進
会
も
同
時
に
開
催
、
第

一
〜
三
部
ま
で
の
全
二
十
一
頭
が
審
査
さ
れ
、
審
査
員
の

白
鳥
英
憲
氏
（
根
室
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）
の
的
確
な

ジ
ャ
ッ
ジ
に
出
品
者
や
関
係
者
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
た
。

　

最
後
に
、
酪
対
対
抗
戦
で
は
南
部
地
区
が
無
敗
の
東
部
地

区
に
圧
勝
。
総
合
共
進
会
に
も
新
た
な
旋
風
が
巻
き
起
こ

り
、
出
品
者
や
関
係
者
か
ら
歓
喜
の
声
が
絶
え
な
い
団
体
戦

と
な
っ
た
。

乳牛111頭が出品、乳牛111頭が出品、
南部地区が団体戦を制する南部地区が団体戦を制する

～ジュニアグランドチャンピオン～
第5部（18ヶ月以上21ヶ月未満）

HEF  エブリン  エバー  ET　㈲ハイエストファーム 所有

～ジュニアリザーブチャンピオン～
第3部（12ヶ月以上15ヶ月未満）

メモリー  ジャーランチェ  エル　北村  　篤 氏 所有

～シニアグランドチャンピオン～
第10部（4歳クラス）

スターフィールド  ヒンペル  ビーナス  ルキア　星野  　淳 氏 所有

～シニアリザーブチャンピオン～
第9部（3歳クラス）

フォレスト  セシリア  ジョーダン　林  　満治 氏 所有

第
四
十
五
回 

Ｊ
Ａ
計
根
別 

乳
牛
総
合
共
進
会

チャンピオンが決定した瞬間

緊迫したムードが漂うチャンピオン戦
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◆各部1位     1 部　アップルチーク  セプテンバー  ウェブ 久保　拡伸  出品
 　　　　　   2 部　メモリー  セプ  マーシャ　 北村　　篤  出品
 　　　　　   3 部　メモリー  ジャーランチェ  エル 北村　　篤  出品
  　　　　　  4 部　メルティリッジ  チャンプ  ローナ 本田　正志  出品
  　　　　　  5 部　HEF  エブリン  エバー ㈲ハイエストファーム  出品
 　　　　　   6 部　フォレスト  マック  エルトン  ダー 林　　満治  出品
  　　　　　  7 部　スターフィールド  ヒンペル  キャスパー  ロビン 星野　　淳  出品
  　　　　　  8 部　サンハイ  スーパー  ブリュワー  ベスト ㈲サンハイファーム  出品
 　　　　　   9 部　フォレスト  セシリア  ジョーダン 林　　満治  出品
 　　　　　  10部　スターフィールド  ヒンペル  ビーナス  ルキア 星野　　淳  出品
 　　　　  　11部　ゴールド  ベル  メリット 永利　嘉成  出品

◆酪対対抗戦　１位　南部地区酪対　86点
　　　　　　　２位　東部地区酪対　66点
　　　　　　　３位　西部地区酪対　52点

◆計根別農協和牛生産振興会　和牛共進会　各部１位 １部１位　　美津大成　　高橋　英昭　出品
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２部１位　　ひめこ　　　佐久間孝市　出品
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３部１位　　さかわきた　村上　宗繁　出品

審
査
結
果

総合共進会の女性リードマン 北村かおりさんハイエストファームのツーショット!!経産牛になると迫力満点

審査員：松井俊治氏（左）
デイリークイーン：角　知子さん（右）

ギャラリーも多く、共進会を盛り上げました厳正な審査で定評の松井氏

今年も若手の活躍が目立ちました
西塚知也くん

激戦区の１部を制した
アップルチーク セプテンバー ウェブ

審査前の最終調整!!
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白黒通信
計根別乳牛改良連合会

第24回本別地区乳牛共進会
日　時／平成19年6月1日　場　所／本別地区共進会場　出品頭数／ 45頭
審査員／ジェネテイクス北海道　氏平健太郎氏

◆ジュニアチャンピオン
　第3部　メモリー　ジャーランチェ　エル　 北村　　篤
◆ジュニアリザーブチャンピオン
　第2部　メモリー　セプ　マーシャ　　　 北村　　篤
◆シニアグランドチャンピオン
　第6部　フォレスト　セシリア　ジョーダン 林　　満治
◆シニアリザーブチャンピオン
　第6部　ヒルタビュー　ジュリアナ　カスミ 蛭田健太郎

第61回養老牛地区乳牛品評会
日　時／平成19年6月5日　場　所／養老牛共進会場　出品頭数／ 24頭
審査員／ジェネテイクス北海道　菊池正明氏

◆グランドチャンピオン
　第1部　ケネカランド　ペーシャス　クレア ㈱ケネカランド
◆リザーブチャンピオン
　第3部　ケネカランド　コルンダイク　Mストウー ㈱ケネカランド

乳製品消費拡大として
乳製品引換券が参加賞・ジャッジング賞として配布された。

乳製品消費拡大として
アイスクリームの試食
が行なわれた。

ジュニアチャンピオン：メモリー ジャーランチェ エル シニアチャンピオン：フォレスト セシリア ジョーダン

審査員：氏平氏

デイリークイーン
苗木幸子さん

アイスクリームの試食も
大好評

審査員：菊池氏

デイリークイーン：中川　円さん

親子リードマン
田中洋希さん（左）と祥太くん（右）

グランドチャンピオン：
ケネカランド ペーシャス クレア

タイトル独占!! ㈱ケネカランド
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第6回東部地区乳牛共進会
日 時／平成19年6月5日　場　所／計根別共進会場　出品頭数／ 31頭
審査員／本別地区酪農家　林　満治氏

◆グランドチャンピオン
　第5部　SSF　SD　ダンデイー　フィーバー 須崎智裕
◆リザーブチャンピオン
　第2部　メルテイリツジ　マイル　レニー 　本田正志

乳製品消費拡大として　テイラミスの試食が行なわれた。

　

六
月
十
四
日
、
計
根
別
農
協
和
牛

生
産
振
興
会
で
は
和
牛
の
育
成
技
術

を
学
ぼ
う
と
農
協
会
議
室
に
て
学
習

会
を
開
い
た
。

　

学
習
会
に
は
会
員
や
職
員
を
含
め

て
十
一
名
が
参
加
。
講
師
に
普
及
セ

ン
タ
ー
の
白
取
氏
、松
本
氏
を
招
き
、

繁
殖
牛
管
理
、
育
成
牛
管
理
、
飼
料

給
与
方
法
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
と
な
っ

た
。
さ
ら
に
、
種
雄
牛
育
種
価
な
ど

の
説
明
も
あ
り
、
血
統
や
繁
殖
に
も

熱
心
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

育成技術と繁殖を
学んだ学習会

計根別農協 和牛生産振興会

審査員の林氏を囲んでカンパーイ!!

奥様たちも共進会を終えて楽しい慰労会

チャンピオン戦、誰もが緊張の一瞬です
リザーブチャンピオン：

メルテイリツジ マイル レニー
グランドチャンピオン：

SSF SD ダンデイー フィーバー

講師：白取氏講師：松本氏
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六
月
三
日
、
根
室
地
区
女
性
協
議
会
で
は
中
標
津
空
港
前
に

て
コ
ス
モ
ス
の
里
作
り
種
ま
き
に
参
加
し
た
。

　

当
女
性
部
か
ら
は
、
渡
辺
広
美
副
部
長
が
参
加
、
五
区
画
に

コ
ス
モ
ス
の
種
を
蒔
き
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
根
室
地
区
女
性
協
の
フ
ラ
ワ
ー
ハ
ー
モ
ニ
ー

事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
、毎
年
参
加
し
て
い
る
行
事
で
す
。

　

コ
ス
モ
ス
が
空
港
前
に
開
花
す
る
日
が
待
ち
遠
し
く
、
中
標

津
を
訪
れ
る
皆
様
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

女性部花壇作り
　

六
月
十
四
日
、
女
性
部
役
員
の
手

に
よ
り
、
ス
タ
ン
ド
横
の
花
壇
に
花

の
種
（
コ
ス
モ
ス
、ひ
ま
わ
り
、ミ
ッ

ク
ス
フ
ラ
ワ
ー
）
を
蒔
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
最
高
気
温
が
三
十
度

も
あ
る
猛
暑
の
な
か
で
の
作
業
と
な

り
ま
し
た
が
、
無
事
に
種
ま
き
を
終

え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
本

当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

ス
タ
ン
ド
を
ご
利
用
の
際
に
は
、

女
性
部
の
お
花
の
成
長
を
見
て
頂
け

る
と
幸
い
で
す
。

コスモスの里作り種まき参加
～ JA計根別女性部～

コスモスの種播きを行う渡辺副部長

スタンド横の広い花壇を参加者全員で畑耕し!!

猛暑にも負けず、花壇づくりに取り組む女性部参加者全員で記念撮影!!
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六
月
十
八
日
、
根
室
地
区
女
性
協
議
会
は
中
標
津
寿
宴
に
て

女
性
部
研
修
会
を
開
い
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
西
丸
部
長
他
九
名
が
出
席
。
開
会
を
告
げ

る
水
沼
和
子
会
長
は
「
今
日
の
研
修
会
が
女
性
部
活
動
や
自
分

の
活
動
の
ヒ
ン
ト
と
な
っ
て
欲
し
い
」
と
話
さ
れ
た
。

　

講
師
に
は
家
の
光
専
任
指
導
員
萩
原
一
美
氏
を
招
き
「
食
と

農
を
結
び
、
喜
び
を
収
穫
し
よ
う
」
と
題
し
て
食
育
や
喜
び
に

つ
い
て
の
講
演
を
行
っ
た
。
萩
原
氏
は
「
人
の
第
一
印
象
は
十

秒
間
の
笑
顔
で
決
ま
り
、
そ
の
印
象
は
二
年
間
続
く
」
と
話
し

た
。

　

閉
会
挨
拶
で
は
、
中
岡
副
会
長
（
Ｊ
Ａ
べ
っ
か
い
）
が
「
今

回
の
お
話
し
で
正
し
い
箸
の
持
ち
方
や
正
し
い
栄
養
バ
ラ
ン
ス

が
い
か
に
大
切
か
を
学
ん
だ
。
こ
れ
か
ら
牧
草
の
収
穫
が
始
ま

り
ま
す
が
、
事
故
な
く
家
族
み
ん
な
が
元
気
に
過
ご
し
て
欲
し

い
」
と
話
さ
れ
閉
会
と
な
っ
た
。

食育と喜びを学び、
笑顔の大切さを知った研修会

～根室地区女性部研修会～

健康管理研修会
～女性部緑会～

　

六
月
十
五
日
、
女
性
部
緑
会
で
は
別

海
町
西
春
別
に
て
健
康
管
理
研
修
会
を

開
い
た
。

　

研
修
会
は
、
当
初
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
と

温
泉
を
楽
し
む
予
定
で
し
た
が
、
あ
い

に
く
の
天
候
に
よ
り
、
温
泉
と
食
事
を

楽
し
む
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
食
事
を
楽
し
み
な
が
ら

今
年
度
事
業
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ

た
。
今
年
は
、
牧
草
収
穫
を
終
え
た
秋

頃
か
ら
〝
布
わ
ら
じ
〞
づ
く
り
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
と
な
り
、
タ
オ
ル
生

地
を
使
っ
て
個
性
豊
か
な
〝
わ
ら
じ
〞

を
完
成
さ
せ
、
こ
の
作
品
を
女
性
部
全

道
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に
出
展
す
る
予
定

と
な
り
ま
し
た
。

〝食育〟や〝喜び〟について真剣に取り組む参加者講師：家の光専任指導員　萩原 一美氏

食事を楽しみ、今年度の事業内容を確認する会員
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え
ふ
・
す
う
ぃ
ー
る
は
、
管
外
の
女

性
後
継
者
と
の
交
流
を
目
的
に
六
月

十
九
日
浜
中
町
で
視
察
研
修
会
を
開
い

た
。

　

こ
の
日
は
、
有
原
、
笹
島
、
河
合
、

後
藤
の
四
名
、
農
協
や
普
及
所
事
務
局

二
名
の
引
率
に
よ
り
六
名
が
出
席
。

　

農
協
を
出
発
し
た
メ
ン
バ
ー
達
は
、

浜
中
で
ど
ん
な
人
た
ち
と
出
会
え
る
の

か
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

　

視
察
研
修
も
三
月
の
例
会
か
ら
話
し

を
進
め
て
お
り
「
牧
場
視
察
を
し
よ

う
か
？
」「
チ
ー
ズ
加
工
体
験
を
し
よ

う
か
？
」
と
悩
ん
で
い
ま
し
た
が
、
八

年
間
浜
中
町
に
い
た
大
畑
普
及
員
か
ら

「
え
ふ
と
同
じ
く
女
性
後
継
者
と
し
て

頑
張
っ
て
い
る
人
が
い
る
」
と
の
話
し

も
あ
り
、
浜
中
町
で
二
戸
の
視
察
研
修

会
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
二
瓶
牧
場
）

　

交
流
会
の
一
件
目
は
、
二
瓶
牧
場
。

長
女
の
晴
子
さ
ん
と
お
婿
さ
ん
の
雅
樹

さ
ん
が
対
応
し
て
く
れ
ま
し
た
。
晴
子

さ
ん
は
三
姉
妹
の
長
女
、
と
わ
の
森
三

愛
高
校
、
釧
路
短
大
、
調
理
師
を
経
て

平
成
十
四
年
に
就
農
。
平
成
十
六
年
に

は
、
東
京
大
学
大
学
院
在
学
中
に
二
瓶

牧
場
を
訪
れ
た
雅
樹
さ
ん
と
出
会
い
、

卒
業
後
二
瓶

牧
場
に
就

農
、
晴
子
さ

ん
と
結
婚
し

ま
し
た
。

　

雅
樹
さ
ん

は
「

こ

の

仕
事
が
好
き

で
す
。
全
く

経
験
の
無
い

自
分
で
も
仕

事
に
打
ち
込

め
る
。
本
当

に
や
る
気
が

出
る
仕
事
で

す
。し
か
し
、

仕
事
よ
り
地

域
と
の
交
流

が
大
変
で
し

た
。
妻
が
青
年
部
で
自
分
が
若
妻
会
に

入
っ
た
方
が
良
か
っ
た
の
で
は
？
」
と

笑
い
な
が
ら
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
牛
舎
へ
移
動
し
た
メ
ン

バ
ー
は
建
物
の
第
一
印
象
を
「
正
直
古

い
が
牛
舎
内
は
と
て
も
綺
麗
」
と
語
っ

た
。
牛
舎
の
補
修
、
牛
の
居
心
地
を
良

く
す
る
た
め
の
作
業
は
全
て
父
親
が
担

当
。
放
牧
主
体
で
搾
乳
牛
四
十
八
頭
、

育
成
三
十
頭
、
和
牛
十
一
頭
を
飼
育
。

　

さ
ら
に
、
高
品
質
な
生
乳
生
産
、
疾

病
の
未
然
防
止
、
自
分
の
家
に
見
あ
っ

た
乳
牛
管
理
、
環
境
美
化
、
実
習
生
の

受
け
入
れ
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む

経
営
で
あ
っ
た
。

（
天
川
牧
場
）

　

二
件
目
は
、
天
川
牧
場
。
こ
こ
で
は

記
一
さ
ん
（
長
男
）
と
愛
美
さ
ん
（
長

女
）
が
対
応
し
て
く
れ
ま
し
た
。
哺
育

舎
、
育
成
舎
、
乾
乳
舎
、
ス
ラ
リ
ー
ス

ト
ア
他
の
施
設
が
あ
り
、
そ
の
中
で
も

水
の
施
設
が
本
人
の
ご
自
慢
と
か
…
。

天
川
さ
ん
は
施
設
や
牛
の
飲
水
な
ど
全

て
井
戸
水
を
使
用
。
こ
の
こ
と
か
ら

糞
尿
の
臭
気
も
ほ
と
ん
ど
無
い
が
、
経

費
も
掛
か
る
と
話
し
て
い
た
。
こ
の
施

設
も
二
年
前
に
亡
く
な
っ
た
父
親
が
残

し
た
も
の
で
あ
り
、
自
分
が
守
っ
て
い

か
な
け
れ
ば

と
一
生
懸
命

だ
っ
た
。

　

天
川
さ
ん

は
、
軽
産
牛

八
十
頭
、
育

成
六
十
頭
、

ジ
ャ
ー
ジ
ー

八
頭
、
そ
の

他
猪
十
頭
な
ど
を
飼
っ
て
い
た
。

　
　

こ
こ
で
驚
い
た
の
は
、
記
一
さ
ん

が
自
分
で
卵
を
買
っ
て
き
て
、
自
分

で
授
精
を
す
る
と
の
事
で
あ
り
、
授
精

の
時
は
ほ
と
ん
ど
牛
を
つ
な
い
だ
事
が

無
い
そ
う
で

す
。
そ
れ
く

ら
い
良
く
飼

い
慣
ら
さ
れ

る
て
お
り
、

小
さ
い
牛
か

ら
大
き
い
牛

ま
で
必
ず
一

日
一
回
は
牛

を
触
る
よ
う

に
し
て
い
る

と
の
事
で
し

た
。

　　

最
後
に
、
二
瓶
さ
ん
や
天
川
さ
ん
は

浜
中
、
厚
岸
の
後
継
者
グ
ル
ー
プ
に
所

属
し
て
お
り
、
こ
れ
を
機
会
に
え
ふ
・

す
う
ぃ
ー
る
と
の
交
流
が
深
ま
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

 

新
た
な
仲
間
と
の
出
会
い
、

　

浜
中
で
交
流
を
深
め
た〝
え
ふ
・
す
う
ぃ
ー
る
〞二瓶晴子さん（左）と雅樹さん（右）衛生的に管理されていた牛舎内

記一さん（右）、愛美さん（右２）と一緒に記念撮影
天川記一さん（右）の説明により

施設を見学
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六
月
六
日
、
え
ふ
・
す
う
ぃ
ー
る
で
は
、
先

月
に
引
き
続
き
秋
の
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
た
野
菜

の
作
付
け
を
中
標
津
農
業
高
校
に
て
実
施
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
え
ふ
メ
ン
バ
ー
三
名
、
事
務
局

二
名
が
参
加
。

朝
の
う
ち
は

曇
り
空
だ
っ

た
天
候
も
作

付
け
の
時
に

は
日
が
差
し
、

だ
ま
っ
て
い

て
も
汗
ば
む
ほ
ど
の
陽
気
と
な
り
ま
し
た
。

　

作
付
け
し
た
野
菜
は
、
白
菜
、
さ
つ
ま
い
も
、

小
ネ
ギ
、
ス
ウ
ィ
ー
ト
コ
ー
ン
、
じ
ゃ
が
い
も
の

五
品
。苗
の
種
類
に
よ
っ
て
植
え
る
深
さ
も
違
い
、

さ
つ
ま
い
も
で
は
、
斜
め
に
植
え
る
と
い
う
こ
と

も
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、
生
徒
や
先
生
と
の
会

話
を
楽
し
み
、
一
時
間
程
度
の
作
付
け
が
無
事
終

了
。

　

収
穫
ま
で
の
期
間
は
、
生
徒
に
野
菜
の
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
が
、
自
分
た
ち
も
時
間
が
あ
る
と

き
に
は
足
を
運
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
野
菜
を
大
事
に

育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
秋
に

は
収
穫
し
た
野
菜
で
地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や

味
覚
祭
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

秋
の
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
て
野
菜
を
作
付
け

MILK
LAND

Hokkaido

JA計根別
女性部

ふわふわ
ヨーグルトゼリー

 材  料
☆ヨーグルトゼリー
　粉ゼラチン
　冷水
　プレーンヨーグルト
　牛乳
　生クリーム
　砂糖
　はちみつ
　レモン汁
　コアントロー（あれば）
☆イチゴソース
　いちご
　砂糖
　コアントロー（あれば）
　レモン汁

20g
大さじ４
250㏄
50㏄
200㏄

大さじ２
大さじ１
小さじ１
小さじ１

10個
大さじ１
小さじ１
小さじ１

  作り方
１．粉ゼラチンを冷水の中に振り入れ、ぐるぐる混ぜてから１０分位ふ
やかす。使う前に湯せんにかけ、よく溶かす。

２．生クリームはとろりとするまで泡立てる。
３．プレーンヨーグルト、砂糖、はちみつをよく混ぜ、溶かしたゼラチン
を入れよく混ぜる。

４．３に泡立てた生クリーム・レモン汁・コアントローも加え、ゴムベラで
混ぜる。

５．軽くぬらしたカップに分け入れ冷蔵庫で冷やし固める。
６．いちごの半分を５ｍｍ角に細かくカットする。
７．残りのいちごをフォークでつぶし、ジュース状
にする。

８．６．７．のいちごと砂糖・レモン汁・コアントロー
を混ぜ、冷やし固まったゼリーの上にかけて出
来上がり。

農高から苗の説明を聞き、作業開始直前のメンバー

ハウス内に苗を植えるメンバー露地には何を植えたのかな?
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六
月
八
日
、
手
つ

な
ぎ
の
会
で
は
〝
中

標
津
町
す
ず
ら
ん
〞

に
て
視
察
研
修
を
行

い
、
十
名
の
会
員
が

参
加
し
た
。

　

視
察
で
は
、
代
表

理
事
の
赤
石
え
み
子

さ
ん
が
事
業
説
明
や

施
設
を
案
内
。

　

視
察
先
の
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
と
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護

を
見
学
し
た
。
参
加

者
は
、
計
根
別
農
協
管
内
の
利
用
者

か
ら
歓
迎
さ
れ
、
施
設
利
用
者
と
懐

メ
ロ
を
一
緒
に
歌
う
場
面
も
あ
っ
た
。

　

館
内
を
見
学
し
た
会
員
か
ら
「
利

用
者
さ
ん
の
雰
囲
気
が
良
い
」「
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
施
設
も
地
区
に
一
個

あ
れ
ば
良
い
と
感
じ
る
」
と
視
察
の

感
想
が
話
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
赤
石
さ
ん
か
ら
は
「
ヘ
ル

パ
ー
だ
と
会
話
の
共
通
点
を
見
つ
け

る
の
に
時
間
が
か
か
る
、
知
っ
て
る

人
が
来
て
く
れ
る
と
話
し
が
合
っ
て

良
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

こ
の
視
察
を
通
じ
て
、
福
祉
の
現

状
や
今
後
ど
う
な
る
べ
き
か
？
を
考

え
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

手つなぎの会視察研修
手つなぎの会

　

六
月
二
十
三
日
、
手
つ
な
ぎ
の
会
は

斜
里
町
朱
円
自
治
会
婦
人
部（
十
八
名
）

と
の
交
流
会
を
開
き
、
六
名
の
会
員
が

出
席
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
水
沼
会
長
が
ス
ラ
イ

ド
を
用
い
て
本
会
の
活
動
内
容
を
説

明
。
意
見
交
換
に
移
る
と
手
つ
な
ぎ
ふ

れ
あ
い
会
に
興
味
を
示
す
会
員
が
多
く

「
送
迎
は
ど
う
し
て
い
る
の
で
す
か
？
」

「
素
晴
ら
し
い
活
動
だ
と
思
う
」「
自
分

達
も
何
か
出
来
た
ら
と
思
う
」
な
ど
の

質
問
や
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
全
員
で
新
聞
紙
の

カ
ラ
ー
面
を
使
っ
た
絵
手
紙
作
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
。
手
つ
な
ぎ
会
員
は
、
参

加
者
に
絵
手
紙
づ
く
り
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
な
が
ら
会
話
を
楽
し
み
、
作
業

中
も
笑
い
の
絶
え
な
い
交
流
会
と
な
っ

た
。

意見交換と絵手紙づくりで親睦を深めた交流会意見交換と絵手紙づくりで親睦を深めた交流会
手つなぎの会交流会

赤石代表から事業や施設説明を聞く会員施設利用者から歓迎され、会話を楽しむ手つなぎ会員

絵手紙づくりで交流を深める参加者

完成した絵手紙と一緒に記念撮影意見交換会では手つなぎふれあい会に興味津々 !!
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（
大
成
地
区
ゴ
ミ
拾
い
）

　

五
月
八
日
、
草
地
や
道
路
沿
い
の

雪
も
解
け
、
冬
期
間
に
捨
て
ら
れ
た

ゴ
ミ
が
目
立
つ
時
期
と
な
り
、
計
根

別
サ
ブ
集
落
（
大
成
地
区
）
で
は
共

同
取
組
活
動
と
し
て
地
域
幹
線
道
路

の
ゴ
ミ
拾
い
を
実
施
し
た
。

　

こ
の
日
の
参
加
者
は
約
二
十
五

名
。
参
加
者
は
片
手
に
大
き
な
ゴ
ミ

袋
を
持
ち
、
道
路
沿
い
の
長
い
距
離

を
歩
き
、
道
端
に
捨
て
ら
れ
た
空
き

缶
や
ゴ
ミ
を
拾
う
な
ど
地
域
の
環
境

整
備
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。

（
大
成
地
区
花
壇
整
備
）

　

六
月
九
日
、計
根
別
サ
ブ
集
落（
大

成
地
区
）
は
地
域
の
環
境
整
備
を
目

的
と
し
て
、
当
初
よ
り
計
画
さ
れ
て

い
た
地
域
会
館
花
壇
整
備
（
共
同
取

組
活
動
）
を
実
施
し
た
。

　

花
壇
整
備
に
は
、
集
落
協
定
者
や

そ
の
家
族
ら
が
出
席
。
大
成
コ
ミ

ニ
ュ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
花
壇
に
八

○
○
本
の
花
が
植
え
ら
れ
、
サ
ル
ビ

ア
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ベ
コ
ニ
ア

な
ど
六
種
類
の
色
鮮
や
か
な
花
で
コ

ミ
ニ
ュ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
る

人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

（
本
別
地
区
環
境
整
備
）

　

六
月
七
日
、計
根
別
サ
ブ
集
落（
本

別
地
区
）
は

共
同
取
組
活

動
で
あ
る
本

別
会
館
の
環

境
整
備
を
実

施
し
た
。

　

環
境
整
備

は
、
花
壇
整

備
と
会
館
周

辺
の
草
刈
り

に
分
か
れ
て

作
業
が
進
め

ら
れ
た
。
花

壇
整
備
で
は

四
○
○
本
の

花
が
用
意
さ

れ
、
サ
ル
ビ

ア
や
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
な

ど
六
種
類
の

花
が
正
面
玄
関
前
の
花
壇
に
植
え
ら

れ
た
。
ま
た
、
草
刈
り
も
協
定
者
が

ブ
ラ
シ
カ
ッ
タ
ー
を
持
ち
、
道
路
沿

い
や
会
館
敷
地
内
の
雑
草
を
刈
り
、

花
壇
整
備
と
合
わ
せ
て
本
別
会
館
の

環
境
美
化
に
積
極
的
な
取
り
組
み
と

な
っ
た
。

中山間事業環境整備
【中山間別海町計根別サブ集落】

道路沿いには予想以上のゴミや空き缶が…ゴミ袋には無数の空き缶、ご苦労様でした

コミセン前の花壇も整備され、綺麗な花で来館者を
迎えてくれると思います

環境整備はこれからですか?落葉は拾ったものですか?会館周辺の草刈りと環境整備に取り組む協定者

玄関前の花壇には400本の花が植えられた 会館敷地内も綺麗に整備されました
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年部　　　版

Ｑ１．あなたの趣味は？
Ａ１．写真、読書、それと仕事？
Ｑ２．あなたの特技は何ですか？
Ａ２．搾乳!!
Ｑ３．好みの女性は？有名人では？
Ａ３．永遠の恋人、伊藤麻衣子
　　　（当時「不良少女と呼ばれて」に主演して一世を風靡）
Ｑ４．将来の目標は？
Ａ４．増産!!増産!!さっさと償還!!
Ｑ５．あなたの夢は何ですか？
Ａ５． ささやかな夢ですが、私にも新築住宅を…
Ｑ６．友達を紹介してください
Ａ６．友達はいません。（「それでは困ります。誰か紹介して…」）
　　　では、関根義夫くんをお願いします。
Ｑ７．なぜ関根くんを選んだのですか？
Ａ７．あの苦笑いが地域を救ってくれそうだから…（期待度200％）

影山    智（養老牛支部）
S45.2.6生 37歳

　

六
月
十
四
日
、
青
年
部
で
は
十
九
年
度
も
二
名

の
新
入
部
員
を
迎
え
、
中
標
津
町
ウ
エ
ス
タ
ン
に

て
新
人
歓
迎
会
を
開
い
た
。

　

当
日
は
、
青
年
部
員
四
十
一
名
、
職
員
五
名
が

出
席
。
開
会
を
告
げ
る
鈴
木
部
長
は
「
今
年
も
新

た
な
仲
間
と
し
て
二
名
の
部
員
が
入
部
し
ま
し

た
。
本
年
も
消
費
拡
大
を
メ
イ
ン
に
活
動
を
展
開

し
ま
す
が
、
部
員
皆
様
の
積
極
的
な
参
加
を
期
待

し
ま
す
」
と
話
し
た
。

　

ま
た
、
同
会
場
に
は
農
協
新
人
職
員
（
神
内
、

角
）
も
参
加
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
自
己

紹
介
が
あ
っ
た
後
に
、
新
た
な
仲
間

と
焼
肉
を
囲
ん
で
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
た
。
最
後
は
、
中
村
副
部
長
か

ら
交
通
安
全
が
呼
び
掛
け
ら
れ
閉
会

と
な
っ
た
。

（
新
入
部
員
）

　

本
田　

拓
哉
（
養
老
牛
）

　

関
根　

義
夫
（
養
老
牛
）

新たな仲間と部員の団結力を
高めて

JA計根別青年部新人歓迎会

41名の青年部員が集い、焼肉を囲んで新入部員を歓迎

新入部員の本田 拓哉くん
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六
月
二
十
六
日
、
計
根
別
農
業
協

同
組
合
で
は
計
根
別
中
学
校
か
ら
職

場
体
験
と
し
て
六
名
の
生
徒
を
受
け

入
れ
た
。

　

職
場
体
験
に
参
加
し
た
生
徒
達
は

購
買
部
の
各
店
舗
に
配
置
さ
れ
、
ス

タ
ン
ド
で
の
サ
ー
ビ
ス
業
務
、
Ａ

コ
ー
プ
・
ふ
ぁ
ー
ま
っ
く
の
商
品
品

出
し
や
裏
方
で
の
商
品
管
理
業
務
な

ど
を
学
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
、
慣
れ
な
い
仕
事
に
も
一

生
懸
命
に
取
り
組
ん
だ
生
徒
達
は
、

職
場
体
験
を
通
じ
て
学
校
で
学
ぶ
事

の
出
来
な
い
貴
重
な
体
験
を
出
来
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

中
学
生
六
名
が
農
協
で
職
場
体
験

計
根
別
中
学
校
職
場
体
験

スタンドで車のガラス磨き、サービス業務を体験

Aコープで商品の品出しを体験する生徒たち 伝票の書き方を優しく丁寧に教える職員

　

計
根
別
農
協
、
野
付
漁
協
、
根
室
管
内
さ
け
・

ま
す
増
殖
事
業
協
会
は
、サ
ケ
・
マ
ス
増
殖
事
業
に

重
要
な
役
割
を
果
た
す
河
川
環
境
保
全
を
目
的
に

六
月
二
十
五
日
当
幌
川
水
源
地
調
査
を
行
っ
た
。

　

当
日
は
、
漁
協
、
根
室
管
内
さ
け
・
ま
す
増
殖

事
業
協
会
の
専
務
や
参
事
ら
六
名
が
出
席
。
農
協

か
ら
も
纐
纈
組
合
長
と
佐
藤
部
長
が
調
査
に
立
ち

会
っ
た
。

　

調
査
は
、
計
根
別
ふ
化
場
の
湧
水
施
設
、
当
幌

川
水
源
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
四
箇
所
。
そ
の
な
か
で

も
計
根
別
牧
野
組
合
（
牧
場
内
）
に
あ
る
水
源
地

は
、
急
斜
面
を
降
り
、
険
し
い
山
道
を
歩
い
て
の

現
地
確
認
と
な
っ
た
。

　

調
査
を
終
え
た
関
係
者
は
、
い
ず
れ
の
場
所
も

大
き
な
問
題
が
無
い
こ
と
を
確
認
。
し
か
し
、
増

殖
事
業
に
は
農
業
環

境
と
の
調
和
が
永

遠
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
環

境
保
全
や
清
水
対
策

に
は
一
層
の
努
力
が

必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
地
域
皆
様
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

  

漁
協
関
係
者
ら
と

　
　
　
　

 

当
幌
川
の
水
源
調
査ふ化場の湧水施設や河川の状況を確認急斜面を降りて水源ポイントを調査する出席者

増殖事業イメージ図
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六
月
十
二
日
、
計
根
別
農
協
で
は

今
年
も
中
標
津
農
業
高
等
学
校
か
ら

酪
農
実
習
を
希
望
す
る
六
名
の
生
徒

を
受
け
入
れ
た
。

　

受
入
式
は
、
農
協
会
議
室
に
て
行

わ
れ
、
纐
纈
組
合
長
か
ら
「
礼
儀
正

し
く
、
ケ
ガ
も
無
く
、
有
意
義
な
九

日
間
を
過
ご
し
て
欲
し
い
。
受
入
側

も
我
が
子
、
孫
同
様
に
接
し
て
頂
き

た
い
」と
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。

　

実
習
生
代
表
の
千
葉
く
ん
は
「
普

段
の
生
活
や
学
校
で
は
学
ぶ
こ
と
の

で
き
な
い
貴
重
な
体
験
で
す
。
酪
農

実
習
を
通
じ
て
多
く
の
事
を
学
び
た

い
」
と
話
し
た
。

　

そ
の
後
、
六
名
の
生
徒
は
受
入
先

の
組
合
員
さ
ん
宅
へ
と
向
か
い
、
九

日
間
の
酪
農
実
習
を
一
生
懸
命
頑
張

り
ま
し
た
。

農高から６名の生徒が

酪農実習
中標津農業高等学校
酪農実習生受入

栃木から19名の生徒を受け入れ

このたびの酪農実習に臨む６名の生徒 纐纈組合長から生徒や受入側に期間中のマナーなどをお願いした

　

六
月
十
九
日
、
札
幌
市
厚
別
公
園

競
技
場
で
開
催
さ
れ
た
第
六
十
回
北

海
道
高
等
学
校
陸
上
競
技
大
会
に
中

標
津
農
業
高
等
学
校
の
須
藤
恵
美
さ

ん
（
高
三
）
が
砲
丸
投
げ
で
出
場
し

た
。

　

砲
丸
投
げ
は
、
全
道
各
地
か
ら
選

抜
さ
れ
た
五
十
六
名
の
選
手
が
エ
ン

ト
リ
ー
。
全
国
大
会
の
切
符
（
上
位

六
名
）
を
賭
け
て
熾
烈
な
戦
い
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。
昨
年
度
は
全
道
七

位
と
苦
い
涙
を
流
し
た
須
藤
さ
ん

は
、
高
校
生
活
最
後
の
大
会
に
リ
ベ

ン
ジ
を
賭
け
て
競
技
に
臨
ん
だ
。

　

結
果
は
、
自
己
ベ
ス
ト
に
は
及
ば

な
い
も
の
の
十
ｍ
九
十
㎝
と
見
事
な

記
録
で
全
道
三
位
、
念
願
の
全
国
大

会
出
場
を
決
め
た
。

　

須
藤
さ
ん
は
、
幼
い
頃
か
ら
腕
力

に
自
信
が
あ
り
、
中
学
校
体
育
祭
で

初
め
て
砲
丸
投
げ
に
挑
戦
、
そ
こ
で

新
記
録
を
出
し
た
こ
と
が
キ
ッ
カ
ケ

と
な
り
砲
丸
投
げ
を
始
め
た
そ
う
で

す
。
砲
丸
投
げ
の
魅
力
は
？
と
尋
ね

る
と
「
砲
丸
に
パ
ワ
ー
と
ス
ピ
ー
ド

全
て
の
力
を
込
め
、
記
録
が
伸
び
る

と
も
っ
と
遠
く
に
飛
ば
し
た
く
な
る

と
こ
ろ
で
す
」
と
元
気
に
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
大
会
を
目
前
に
控
え

た
須
藤
さ
ん
か
ら
「
全
国
大
会
で
自

己
新
記
録
を
出
し
た
い
」
と
抱
負
が

語
ら
れ
、
八
月
六
日
に
佐
賀
県
で
開

催
さ
れ
る
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
陸
上
競
技
大
会
で
の
活
躍
が
大

い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

砲丸投げ全道３位、
　　全国大会を決めた須藤恵美さん

中
標
津
農
業
高
等
学
校

　
　
　

三
年　

須
藤　

恵
美

（
保
護
者　

西
竹
地
区　

須
藤　

要
）
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七
月
十
七
日
、
計
根
別
農
協

で
は
栃
木
県
那
須
拓
陽
高
校

（
十
三
名
）、
矢
板
高
校
（
六
名
）

か
ら
十
九
名
の
生
徒
を
酪
農
実
習
生
と
し
て
受
け
入
れ
た
。

　

農
協
を
代
表
し
て
富
田
参
事
か
ら
「
こ
の
酪
農
実
習
は
三
十

年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、
親
子
二
代
で
経
験
し
た
と
言
う
事
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
体
験
で
心
も
体
も
大
き
く
な
り
、
稔
り
多
い

も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
頑
張
っ
て
下
さ
い
」
と
激
励
の
言
葉
が

あ
っ
た
。

　

拓
陽
高
校
校
長
か
ら
は
「
生
徒
の
皆
さ
ん
、
こ
の
実
習
を
通

じ
て
人
と
し
て
の
自
信
を
身
に
付
け
て
欲
し
い
」
と
話
さ
れ
、

那
須
拓
陽
高
校
の
鴇
巣
く
ん
が
生
徒
を
代
表
し
て
「
本
日
、
計

根
別
で
酪
農
実
習

で
き
る
事
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
受

入
先
の
皆
様
の
言

う
事
を
聞
き
、
最

後
ま
で
頑
張
り
ま

す
」
と
実
習
に
対

す
る
決
意
を
述

べ
、
生
徒
達
は

二
十
九
日
ま
で
の

二
週
間
、
酪
農
実

習
を
体
験
し
ま
し

た
。

栃木から栃木から1919名の生徒を受け入れ名の生徒を受け入れ
那
須
拓
陽
、

   

矢
板
高
校
受
入
式

　

七
月
二
十
四
日
、
栃
木
県
那
須
拓
陽
高

校
・
矢
板
高
校
の
交
歓
会
が
行
わ
れ
、
生

徒
十
八
名
が
目
的
地
で
あ
る
知
床
方
面
へ

と
向
か
っ
た
。

　

バ
ス
の
中
で
は
、
一
週
間
ぶ
り
に
再

会
す
る
仲
間
と
の
会
話
も
弾
み
「
何
時

に
起
き
て
る
？
」「
夜
は
何
時
に
終
わ
る

の
？
」「
ど
こ
か
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ

た
ぁ
？
」「
牛
は
何
頭
い
る
？
」
と
の
話

し
声
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
。

　

知
床
自
然
セ
ン
タ
ー
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
昼
食
を
食
べ
た
生
徒
た
ち
は
、
新
し
く

出
来
た
道
の
駅
へ
と
向
か
い
ク
ル
ー
ザ
ー

に
乗
る
時
間
を
待
ち
ま
し
た
。

　

午
後
一
時
、
生
徒
た
ち
は
ク
ル
ー
ザ
ー

に
乗
船
。
こ
の
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

船
内
で
は
な
く
、
外
へ
出
て
風
を
受
け
な

が
ら
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
船
の
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
る
と
楽
し

さ
も
増
し
、
す
れ
違
う
船
が
あ
れ
ば
手
を

振
り
、
船
頭
さ
ん
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ
れ

ば
耳
を
傾
け
真
剣
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

那須拓陽・矢板高校交歓会

酪農実習の心構えや注意事項を確認する生徒たち 生徒代表として挨拶する
鴇巣くん

生徒たち生徒たちがが世界遺産世界遺産のの知床知床をを満喫満喫
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使いやすい水平サイロ用の
重石（タイヤ）の作り方

18

　多くの水平サイロの重石として、古タイヤが利用されていますが、タイヤの1本当たりの重さは40㎏～

50㎏と非常に重く、シート掛けの後の「タイヤ載せ作業」はかなりの重労働です。また、タイヤの内側に

雨水が溜まると衛生面でも問題があります。今回はこのタイヤの側面を切り抜き１本から２枚の重石を簡

単に作る方法を紹介します。

１．準備するもの

ドリル（径10ミリ以上のもの）、ジグソー（できるだけストローク数が多いもの、刃はバイメタルタイプ）、

冷却用のスプレー、作業台（50センチくらいの高さ）

２．作業手順
① 古タイヤの側面の外側から５センチ程度のところにドリルで穴を開ける（この穴からジグソーを使っ

て切り始めます）

②開けた穴にマーキングをしておきます（穴の位置がわからなくならないため）

③タイヤの２，３カ所に木材をはさむ（タイヤの振動を防ぐ。切断面がずれて摩擦熱を高めないため）

④ ドリルで開けた穴からジグソーを使ってタイヤの側面を切り抜く(作業台の安定性が悪いとジグソー

の刃が折れてしまいます。しっかりとした作業台が必要です)

　　※１本のタイヤから２枚の切片を作るのに準備から完成まで概ね７分程度かかります。

３．作業の注意点
①ジグソーの刃が非常に熱くなるので、

　片面を切り終えた直後に冷却スプレーを使用しながら作業する（１～２秒噴きつけて冷却する）

②できるだけ早く切断作業を行う（切断に要する時間は片側で約１分程度）

③ジクソーの連続使用時の規定を守る

④ジグソーの刃の冷却に水は使用しない（ジグソー本体に刃の熱が伝わり故障の原因になる）

　※タイヤによってワイヤーの位置が異なるのでワイヤーを避けて切断する

完成品 切り抜き作業
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六
月
十
二
日
、
年
金
友
の

会
で
は
交
通
安
全
と
地
域
貢

献
を
目
的
に
交
差
点
付
近
で

道
路
の
視
界
を
妨
げ
て
い
る

枝
を
払
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
日
は
、
氏
家
会
長
や

事
務
局
に
よ
り
、
道
々
中
標

津
標
茶
線
（
当
幌
付
近
）
の

交
差
点
付
近
で
数
十
本
の
枝

払
い
が
行
わ
れ
、
交
通
事
故

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
活
動

と
し
て
注
目
を
集
め
そ
う
で

す
。

　

今
後
は
、
会
員
や
地
域
に

も
広
く
呼
び
掛
け
、
住
み
良

い
地
域
づ
く
り
の
一
助
と
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

交差点付近の枝払いで事故抑制
JA計根別　年金友の会

　

計
根
別
農
協
野
球
部
は
、
七
月
十
四
〜
十
六

日
に
北
見
市
で
開
催
さ
れ
た
第
五
十
一
回
高
松

宮
賜
杯
二
部
北
・
北
海
道
大
会
に
出
場
し
た
。

　

全
道
大
会
出
場
に
は
厳
し
い
地
区
予
選
（
町

内
、
管
内
）
を
勝
ち
抜
き
、
管
内
大
会
（
四
町
）

で
の
強
豪
羅
臼
や
標
津
を
倒
し
て
全
道
大
会
へ

の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

　

大
会
初
日
（
一
回
戦
）
は
、
網
走
支
部
代
表

の
ホ
ク
レ
ン
中
斜
里
製
糖
工
場
と
の
対
戦
。
地

元
の
前
評
判
で
は
攻
守
と
も
に
優
れ
た
チ
ー
ム

と
聞
い
て
い
た
が
結
果
は
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
で

圧
勝
。
二
日
目
の
二
回
戦
、
三
回
戦
は
厳
し
い

投
手
戦
と
な
っ
た
が
、
持
ち
前
の
粘
り
で
見
事

に
決
勝
戦
進
出
を
決
め
た
。
三
日
目
の
決
勝
戦

で
は
選
手
の
ケ
ガ
や
疲
れ
も
あ
り
、
実
力
を
充

分
に
発
揮
出
来
な
い
ま
ま
完
敗
と
な
っ
た
が
、

全
道
大
会
で
見
事
に
準
優
勝
。
高
松
宮
賜
杯
の

球
史
に
計
根
別
農
協
の
名
前
を
刻
む
こ
と
と

な
っ
た
。

【大会結果】
１回戦　ホクレン
　　　　中斜里製糖工場（網走）
　　　　15－３（７回コールド）

２回戦　豊富クラブ（稚内）
　　　　１－０（延長11回）

３回戦　スプリングフィールド（釧路）
　　　　３－２

決勝戦　牧野燃料（帯広）
　　　　０－11（５回コールド）

農
協
野
球
部
が
全
道
準
優
勝

第
五
十
一
回 

高
松
宮
賜
杯
二
部
北
・
北
海
道
大
会

網走代表を３点に抑えた
佐藤 厚柱くん

貴重なタイムリーを放った
影山 健一くん

３日間の大会日程を終えて
表彰式に臨む計根別農協野球部（右）

枝払いに汗を流す氏家会長

視界を妨げていた枝
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クロスワードパズル

蘆正解者５名の方にすてきなプレゼントを

　さしあげます。なお、正解者多数の場合

　は抽選とさせていただきます。

《応募方法》左下の点線の部分を事務所内

　（販売機横）の投書箱へ。または、組織広

　報係までＦＡＸ（78-2556）お願いします。

《締め切り》平成19年８月20日まで

　当選者の発表は「けねべつ」９月号誌上

【タテのカギ】
１　軒端でサラサラとゆれる

２　畑の肉と呼ばれる

３　訪ねてきたのに誰もいな

いなんて…

４　今年の中元はこれ?

５　真っ赤に熟す夏野菜

７　ピカッ！　ゴロゴロゴロ

…、ザザー！

９　足のとても速いインドの

神様

10　正解を導く手がかり

12　所持金たっぷり。○○○

○が暖かい

13　バトンをつなぐ

16　停電のときに大活躍

17　カナヅチでもこれがあれ

ばプカプカと

19　ピーチのカラー

20　そばやうどんは○○類

21　甘くてトロ～リ

【ヨコのカギ】
１　ビーチやプールサイドで

履く

４　トランプの赤のマーク

６　世界的大宗教のひとつ、

○○○○教

８　雑音、騒音

10　学名はホモ・サピエンス

11　日に焼けると小麦色にな

る

12　チリーン、チリーン

14　キャンプで張るもの

15　昔をなつかしむ○○○ブ

ーム

17　これも実力のうち…

18　広告の文案を考える○○

○ライター

20　マスク、アンデス

21　八丁、金山寺などの種類

がある調味料

22　ブドウから作るお酒

23　パソコンのマウスをカチ

ッ！

き
り
と
り
線

きりとり線

クロスワクロスワードパズパズルクロスワクロスワードパズパズルクロスワードパズル
住　所

氏　名

ＴＥＬ

答え

A B C D E

あ
と
が
き

　

七
月
は
、
一
番
牧
草
収
穫
に
組
合
員
の
皆
様
も
忙
し
い
毎
日
を
送
ら
れ
、

二
十
三
日
か
ら
続
い
た
待
望
の
天
気
に
乾
草
を
収
穫
さ
れ
た
組
合
員
さ
ん
も
多

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
七
月
十
四
〜
十
六
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
第
五
十
一
回
高
松
宮
賜

杯
二
部
北
・
北
海
道
大
会
に
出
場
し
た
計
根
別
農
協
野
球
部
が
全
道
準
優
勝
と

い
う
偉
業
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
北
海
道
軟
式
野
球
連
盟
に
加
盟
す
る
中
標
津

支
部
の
ど
の
チ
ー
ム
も
手
が
届
か
な
か
っ
た
栄
誉
で
す
。
こ
の
成
績
も
高
松
宮

賜
杯
や
中
標
津
支
部
の
球
史
に
残
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
野
球
部
は
、
昨
年

の
全
道
Ｊ
Ａ
野
球
大
会
出
場
に
引
き
続
き
、
二
年
連
続
で
全
道
出
場
を
決
め
て

お
り
、
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

最
後
に
、
八
月
は
夏
休
み
や
お
盆
を
迎
え
、
行
楽
地
や
地
元
で
も
交
通
量
が

増
え
る
時
期
と
な
り
ま
す
の
で
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
運
転
を
心
掛
け

る
と
と
も
に
交
通
事
故
に
は
充
分
注
意
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

クロスワードパズル
６月号の答え

抽選の結果下記の方が当選いたしました。
すてきなプレゼントを差し上げます。
組織広報係でお受け取り下さい。

田中　貞子さん　本田　慶治さん　工藤　克子さん
斉藤　長市さん　助 口 　央さん

キャンパス
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は
や
八
月
を
迎
え
、
今
年
も
半
分
を
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
春
先
か
ら
の
低
温
、
干
ば
つ
で
牧
草
の
生
育
も
今
ひ
と

つ
で
し
た
が
、六
月
後
半
よ
り
収
穫
作
業
も
一
斉
に
始
ま
り
、

天
候
不
順
な
年
で
し
た
が
ほ
ぼ
完
了
さ
れ
、
組
合
員
の
皆
様

方
も
ほ
っ
と
し
て
い
る
頃
か
と
思
い
ま
す
。

　

当
農
協
の
生
乳
生
産
も
前
年
か
ら
見
ま
す
と
順
調
な
伸
び

で
推
移
し
て
お
り
ま
す
が
、
全
道
的
に
は
生
産
の
回
復
も
望

め
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
下
期
に
は
チ
ー
ズ
工
場
も
稼
動

と
な
り
、
生
乳
不
足
も
現
実
の
も
の
と
し
て
指
定
団
体
の
ホ

ク
レ
ン
も
頭
を
抱
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

数
ヶ
月
前
ま
で
は
減
産
に
苦
労
し
て
い
た
の
が
何
だ
っ
た

の
か
？
生
産
者
の
皆
様
に
は
や
り
場
の
無
い
怒
り
と
不
信
の

気
持
ち
を
農
協
酪
対
役
員
会
等
で
も
叱
責
を
頂
い
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
国
内
外
の
乳
製
品
事
情
が
一
変
さ
れ
、
増
産

で
あ
る
環
境
に
早
く
も
戻
れ
た
事
は
悪
い
事
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
用
途
別
乳
価
も
若
干
で
す
が
値
上
げ
さ

れ
、
ト
ー
タ
ル
で
は
六
十
五
銭
位
手
取
り
乳
価
が
増
え
る
こ

と
と
な
り
、こ
れ
か
ら
の
情
勢
に
も
期
待
が
あ
る
よ
う
で
す
。

そ
の
為
に
も
乳
業
メ
ー
カ
ー
が
希
望
す
る
原
料
乳
を
供
給
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
配
合
飼
料
、
肥
料
、
油
類
と
生
産

資
材
の
大
幅
な
値
上
げ
も
続
い
て
お
り
、
闇
雲
に
増
産
で
き

る
環
境
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
個
々
の
現
場
で
工
夫
し
な
が

ら
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生
産
に
励
ん
で
頂
き
た
い
も
の

で
す
。

　

総
会
で
も
お
示
し
し
ま
し
た
が
、
今
年
度
の
支
援
対
策
等

も
ご
利
用
頂
き
な
が
ら
、
緻
密
な
計
算
の
上
に
前
向
き
な
歩

み
を
進
め
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
十
九
年
八
月
一
日　

纐
纈　

成
喜

〝商 品 券〟
　この度、酪農対策協議会、青年部、女性部

などの各団体が主体となり“牛乳・乳製品限

定商品券”を発行した。この商品券は、３－

Ａ－Ｄａｙ運動の一環としてＪＡ計根別の

各団体から消費拡大を強く呼び掛けるもの

です。地域の基幹産業である酪農を守るため

にも地域や組合員皆様方のご協力が必要で

す。ご家庭の食卓でも消費拡大を意識され、

少しでも多くの牛乳・乳製品が消費されるこ

とを期待します。


